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ご注意

保証書

当社では、 特定用途に対する適合性、 市場性などについては、 本書に関する一切の保証をいたし
かねます。 本書の記載内容の誤り、 および提供、 パフォーマンス、 本書の使用に関連して発生す
る直接損害、 間接損害、 特別損害、 偶発的損害、 または派生損害について、 当社は責任を負いか
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当社製品に適用される特定の保証書は 寄りの当社営業所から提供しており ます。

権利の制限

合衆国政府が使用、 複製、 または開示を行う場合、 国防総省については DFARS 252.227-7013 の
"Rights in Technical Data and Computer Software" の (c)(1)(ii) に記載されている制限が適用されます。

Hewlett-Packard Company
United States of America

その他の機関については FAR 52.227-19 の (c)(1) および (c)(2) に記載されている制限が適用されます。

著作権

© Copyright 2005 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

当社の書面による承諾な く、 本書の内容のコピー、 複製、 別の言語への翻訳を行う こ とは禁じら
れています。 本書の内容は将来予告なしに変更するこ とがあ り ます。

商標

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe® および Acrobat® は Adobe Systems Incorporated. の商標です。

Windows® および MS Windows® は米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Windows® は米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

その他の製品名は各社の商標またはサービス  マークです。
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サポートについて

HP OpenView のサポート専用 Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/support 

こ こでは、 HP OpenView の製品、 サービス、 サポートに関するお問い合わせ情報が掲載されてい

ます。

HP OpenView ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、セルフソルブ技術情報検索を利用でき、お

客様の業務の管理に必要な対話型の技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 こ
こでは、 次の処理を実行できます。

• 技術情報の検索

• エンハンス メン ト要求の送信

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング

• サポート契約の管理

• HP サポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスの参照

• ユーザー同士のディ スカッシ ョ ン

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

ほとんどのサポート  エ リ アについて、アクセスするには HP Passport ユーザーと して登録、ログイ

ンする必要があ り ます。 また、 多くのサポート  エリ アでサポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は以下を参照して ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 

HP Passport ID の登録は以下で行う こ とができます。

http://www.managementsoftware.hp.com/passport-registration.html 
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第 1 章 OV Performance Agent の
インストール
はじめに

OV Performance Agent ソフ ト ウェアは、 HP 9000 サーバー、 HP Integrity サーバー、

またはワークステーシ ョ ン システムから、 パフォーマンス、 リ ソース、 ト ランザ

クシ ョ ン  データを取り込みます。 また、 小限のシステム リ ソースを使用して、

システム上の現在および過去のデータに関するアラーム状態の連続的な収集、 記
録、 要約、 タイム  スタンプ作成、 および検出を行います。 収集したデータは、 表

計算ソフ トや、 OV Performance Manager などの当社の分析ソフ ト、 他社の分析ソ

フ ト を使用して解析できます。 さ らに、 OV Performance Agent は OV Performance
Manager、 HP OpenView Network Node Manager、 および HP OpenView Operations に
データ  アクセスを提供します。

OV Performance Agent は、 データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 技術を

使用して、 アプリ ケーシ ョ ン、 データベース、 ネッ ト ワーク、 その他のオペレー
ティング システムなどの外部データ  ソースからデータを受信し、アラーム状態を

検出し、 ログを記録します。 OV Performance Agent が記録し、 保存したデータを

使用して、 次のこ とが可能になり ます。

• 環境の作業負荷の特徴づけ

• リ ソースの使用量と負荷バランスの分析

• 過去のデータの傾向分析とボ トルネッ クの分離および特定

• ト ランザクシ ョ ン応答時間に基づいたサービス  レベルの管理

• 容量計画の実行

• アラーム状態への応答

• システム管理問題の事前の解決

本書における  OV Performance Manager (OVPM) は、 バージ ョ ン 4.0 以降のみを指

します。 OVPM 3.x とい う語は、 以前 PerfView と呼ばれていた製品を指します。
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この製品に関する一般的な説明は、 『HP OpenView Performance Agent for UNIX
ユーザー マニュアル』 を参照して ください。

システムにこのソフ ト ウェアがあらかじめインス トールされている場合は、 第 2
章、 「OV  Performance Agent の実行方法」 に進んでください。
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インストール要件

OV Performance Agent をインス トールする前に、 システムが次の条件を満たして

いるこ とを確認して ください。 OV Performance Agent がシステム上で正し く動作

するためには、 システムや構成に関して次の前提条件が必要です。

ハードウェア

OV Performance Agent は HP 9000 サーバー、HP Integrity サーバー、および HP ワー

クステーシ ョ ンで動作します。

ソフ トウェア

このバージ ョ ンの OV Performance Agent には、 HP-UX オペレーティ ング システ

ムの 11i v1 以降が必要です。

通信プロ ト コル

OV Performance Agent は、 以下の通信プロ ト コルをサポート しています。

• HTTP(S) 1.1

• DCE

多数の dsilog プロセスの実行を計画している場合、 HP-UX カーネル パラ メー

タの shmmni および nflocks の値を増やす必要があ り ます。 shmmni では、 共有

メモ リ  セグ メン トの 大数を指定します。 nflocks では、 システム上のファ イ

ル ロ ッ クの 大数を指定します。 どちらのデフォルト値も  200 です。

アクテ ィブな DSI ログ フ ァ イル セッ ト では、 1 つの共有メモ リ  セグ メ ン ト と

1 つ以上のファイル ロ ッ クが使用されます。 shmmni および nflocks の設定は、

System Administration and Maintenance ユーティ リ ティ  (SAM) を使用して変更でき

ます。
OV Performance Agent のインストール 9



ディスク  スペース

OV Performance Agent は /opt/perf/ および /opt/OV/ ディ レク ト リにインス

トールされており、ログ ファ イルとステータス  ファ イルを /var/opt/perf/ お
よび /var/opt/OV/ ディ レク ト リに作成します。

• OV Performance Agent を初めてインス トールする場合は、 /opt/perf/ およ

び /opt/OV/ ディ レク ト リに 100 MB のディ スク  スペースが必要です。

• OVPA データベースおよびステータス  ファイルには、/var/opt/perf/ およ

び /var/opt/OV/ ディレク ト リに 125 MB のディ スク  スペースが必要です。

parm ファ イルを使用して、 ログ ファ イルのデータ記憶領域を構成する方法に関

する説明は、 『HP OpenView Performance Agent for UNIX ユーザー マニュアル』 の

第 2 章 「parm ファ イル」 のセクシ ョ ンを参照して ください。
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インストールの手順

OV Performance Agent は、 CD-ROM インス トール メディ ア内の数個のファ イル
セッ トから構成されています。 ソフ ト ウェアのサイズは約 260 MB です。

OV Performance Agent のインス トール手順は 2 つに分けられます。

1 OVPA または GlancePlus をすでにシステムにインス トールしている場合は、
実行中のパフォーマンス  ツールとプロセスをすべて終了します。 次の 「パ
フォーマンス  ツールまたはプロセスの終了」 を参照して ください。

2 OV Performance Agent をインス トールします。 「OV Performance Agent のイン
ス トール」 を参照して ください。

パフォーマンス ツールまたはプロセスの終了

1 root でログインします。

2 アクテ ィブなパフォーマンス ツールを確認するには、 次のよ う に入力して
perfstat を実行します。

/opt/perf/bin/perfstat 

perfstat によって、 GlancePlus などのパフォーマンス  ツールがアクティブ
であるこ とが報告された場合は、 そのツールを終了します ( ユーザーが使用
中でないこ とを事前に確認してください )。

3 インス トール済みの OV Performance Agent が動作中の場合は、 次のよ うに入
力して終了します。

/opt/perf/bin/mwa stop    

4 midaemon (measurement interface daemon) が終了しているこ とを、次のよ うに
入力して確認します。

ps -ef | grep midaemon 

midaemon がアクティブである場合は、 次のよ うに入力して終了します。

/opt/perf/bin/midaemon -T 

parm、 alarmdef、 ttd.conf、 perflbd.rc などのカスタマイズした設定

ファ イルやその他のカスタマイズしたログ ファ イルは、 インス トールによっ

て上書きされるこ とはあ り ません。 新しい設定ファイルは /opt/perf/
newconfig/ ディ レク ト リにインス トールされます。
OV Performance Agent のインストール 11



5 ttd (transaction tracking daemon) が終了しているこ とを、次のよ うに入力して
確認します。

ps -ef | grep ttd 

ttd がアクティブである場合は、 次のよ うに入力して終了します。

/opt/perf/bin/ttd -k     

6 perfstat コマンドを再度実行して、 アクティブなパフォーマンス  ツールや
プロセスがないこ とを確認します。すべてのツールまたはプロセスを終了後、
インス トール プロセスに進みます。

OV Performance Agent のインストール

1 root でログインしているこ とを確認します。

2 OV Performance Agent をインス トールするには、 他のソフ ト ウェア パッケー
ジを HP-UX システムにインス トールする場合と同様に、 swinstall プログ
ラムを実行します。

3 OV Performance Agent 製品は GlancePlus Pak に含まれています。 swinstall
のソースをインス トール メディアに変更し、 GlancePlus Pak バンドルを選択
します。

または

GlancePlus Pak を購入していない場合は、 OV Performance Agent バンドルを
選択します。

4 このインス トール プロセスでは、 /var/adm/sw/swinstall.log と  
/var/adm/sw/swagent.log とい う名前の 2 つのログ フ ァ イルの 後に
追加情報が記載されます。 これらのファ イルには、 インス トールに関するシ
ステム メ ッセージとそのシステムで発生したすべての障害の記録が含まれ
ます。 エラー メ ッセージがインス トール中に記録されたかど うかを確認する
には、 この 2 つのファ イルを参照し、 必要に応じて適切な処置をとって くだ
さい。

swinstall.log ファ イルの 後の 100 行を参照するには、 次のコマンドを
入力します。

tail -100 /var/adm/sw/swinstall.log 

ttd を終了する場合、 ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終了してから、 ttd と  OV 
Performance Agent のプロセスを再開始してください。
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swinstall を対話型モードで実行する場合、 swinstall の実行中に 
swinstall.log ファ イルを開き、 内容を確認するこ とができます。

swinstall を対話型モードで実行しない場合は、 /var/adm/sw/ にある  
swinstall.log および swagent.log を調べて、 エラーや障害を確認でき

ます。

OV Performance Agent をインス トールする と、/etc/profile で使用するファ イ

ルが自動更新され、シェル環境変数を明示的に更新しなくても、/opt/perf/bin
内の製品の実行プログラムとその man ページにアクセスできます。これは次回に

ユーザーがログインしたと きに有効にな り ます。

OV Performance Agent のインス トールが完了しました。 OV Performance Agent の
起動に必要な作業、 およびその起動方法についての詳細は、 第 2 章、 「OV
Performance Agent の実行方法」 を参照して ください。

OV Operations を使用している場合の OV Performance Agent 
のインストール

OV Operations for UNIX 7.x および 8.x を使用している場合、 管理サーバーから

HP-UX ノードに、 OV Performance Agent をインス トールするこ とができます。

OV Operations for UNIX バージ ョ ン 7.x でのインス トールの方法については、 『HP
OpenView Operations for UNIX システム管理リ ファレンス  ガイ ド  Vol. II』の第 4 章
「HP-UX と  Sun Solaris 用の OpenView Performance Agent」を参照して ください。OV
Operations for UNIX バージ ョ ン 8.x でのイ ンス ト ールの方法については、 『HP
OpenView Operations システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 の第 4 章 「HP OpenView
Performance Agent」 を参照して ください。

同一システムで GlancePlus 製品を実行する場合、 GlancePlus のバージ ョ ンが OV 
Performance Agent と同じ リ リース  バージ ョ ンであるこ とを確認し、 必要に応じ

てアップデート を実行して ください。 OV Performance Agent および GlancePlus は
常に同じバージ ョ ンを使用する必要があ り ます。

このバージ ョ ンの OV Performance Agent は、 OV Operations 8.x 管理サーバーがイ

ンス トールされている  Itanium システムにインス トールするこ とはできません。
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リモート  ド ライブへのファイルのインストール

ディ スク  スペースの不足に対処するために、 OV Performance Agent ユーザーの一

部が /var/opt/perf/ ディ レク ト リ を他のファ イル システムにリ ンク し、それ

によって自分の /var/opt/perf/ ディ レク ト リが リモート  NFS マウン ト  ポイ

ン ト などの非ローカル ファ イル システムに リ ダイレク ト される場合は、 次の点

について考慮する必要があ り ます。 

• OV Performance Agent は、WAN 環境下ではリモート  NFS ロギングをサポート

しません。OV Performance Agent は、ローカルにマウン ト されているログ ファ

イルを 適に使用できるよ うに設計されています。

• LAN 環境下でログ ファイルを リモート  NFS にマウン トする と、 データ  ログ

のしきい値によってはネッ ト ワークの負荷が増大し、その結果 OV Performance
Agent とネッ ト ワーク上の他のアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低下す

るこ とがあ り ます。 また、 ログ ファイルの保守に必要な時間がリモート  アク

セスによって実質的に増大し、 アラーム処理でのタイム アウ ト  エラーの原因

になる場合もあ り ます。

OV Performance Agent の詳細と 新情報については、 リ リース  ノート を参照し

て ください。 リ リース  ノートは、 /opt/perf/ReleaseNotes/ovpa ファ イル

に収録されています。
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OV Performance Agent の削除

1 root でログインしているこ とを確認します。

2 OV Performance Agent をアンインス トールするには、 他のソフ ト ウェア パッ

ケージを  HP-UX システムからアンインス トールする場合と同様に、

swremove プログラムを実行します。

3 OV Performance Agent 製品は GlancePlus Pak に含まれています。 GlancePlus
Pak バンドルを選択します。

または

GlancePlus Pak を購入していない場合は、 OV Performance Agent バンドルを

選択します。

4 このアンインス トール プロセスでは、 /var/adm/sw/swremove.log と  
/var/adm/sw/swagent.log とい う名前の 2 つのログ フ ァ イルの 後に

追加情報が記載されます。 これらのファ イルには、 アンインス トールに関す
るシステム メ ッセージとそのシステムで発生したすべての障害の記録が含

まれます。エラー メ ッセージがアンインス トール中に記録されたかど うかを

確認するには、この 2 つのファイルを参照し、必要に応じて適切な処置をとっ

て ください。

swremove.log ファ イルの 後の 100 行を参照するには、 次のコマンドを

入力します。

tail -100 /var/adm/sw/swremove.log

swremove を対話型モードで実行する場合、 swremove の実行中に 
swremove.log ファ イルを開き、 内容を確認するこ とができます。

swremove を対話型モードで実行しない場合は、 swremove を実行した後

に、 /var/adm/sw/ にある  swremove.log および swagent.log を調べ

て、 エラーや障害を確認できます。

他の OpenView 製品でも共有されていて、 他のツールを使用するために必要な製

品パッケージの場合は、 システムにインス トールされたままになるこ とがあ り ま
す。 ツールがすべて削除された時点で、 パッケージも削除されます。
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第 2 章 OV  Performance Agent の
実行方法
はじめに

この章では、OV Performance Agent ソフ ト ウェアを  HP-UX システムにインス トー

ルした後のプログラムの開始と実行に関する作業について説明します。

次のよ うな内容を取り上げます。

• OV Performance Agent の開始と終了方法

• /etc/rc.config.d/ovpa ファ イルでの変数設定

• OV Performance Agent の起動

• ファ イアウォールを介した通信

• HP-UX システムの parm ファ イルの設定

• データ  ソースの設定

• アラーム定義の設定   

OV Performance Agent は従来の DCE モードに適合する  HTTP データ通信メ カニ

ズムに対応しています。OV Performance Agent を初めてインス トールする場合、デ

フォルトのデータ通信モードは HTTP です。OV Performance Agent 4.5 にアップグ

レードする場合は、以前に使用していた DCE データ通信モードが、デフォルトの

モードになり ます。 データ通信モードを新しい HTTP モードに移行するには、 イ

ンス トールの後に設定を変更する必要があ り ます。 OV Performance Agent は、 HP
OpenView Operations 環境でのみ、 HTTPS データ通信に対応しています。

データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 機能を使用して、初めて他のソー

スのデータを記録する場合は、 『HP OpenView Performance Agent for UNIX データ

ソース統合ガイ ド』 を参照して ください。
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OV Performance Agent の開始と終了

インス トールの終了後は、OV Performance Agent を開始できます。OV Performance
Agent の ovpa と  mwa スク リプ トによ り、 すべてまたは一部のプロセスを開始し

たり、 現在実行中のプロセスを終了または再開始した りするこ とができます。

OV Performance Agent を初めてインス トールする場合、 デフォルトのデータ通信

モードは HTTP です。 OV Performance Agent をアップグレードする場合は、 それ

まで使用されていた DCE データ通信モードがデフォル ト で有効にな り ます。

データ通信プロ ト コルの変更に関する詳細は、 21 ページの 「プロ ト コルの変更」

を参照して ください。

有効にするデータ通信プロ ト コルによって、 ovpa、 mwa のいずれかのスク リプ ト

を使用して、 OVPA を開始または終了してください。

以下の表は、 さまざまなプロ ト コルに関して開始されるサービスのリ ス トです。

表 1 各プロ ト コルで開始される OVPA のサービス 

通常は、 ovpa スク リプ トによ り  OVPA を開始し、 OVPA を有効にして HTTP デー

タ通信プロ ト コルを使用するこ とをお勧めします。 DCE データ通信プロ ト コルを

使用する場合は、 後方互換性のため、 mwa スク リプ ト を使用してください。

HTTP プロ ト コルで開始される

サービス

DCE プロ ト コルで開始される

サービス

scopeux scopeux

coda coda

perfalarm perfalarm

midaemon midaemon

ttd ttd

ovc (BBC 5) ovc (BBC 5)

ovbbccb (BBC 5) ovbbccb (BBC 5)

perflbd

rep_server

alarmgen (perfalarm がない場合 )
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OV Performance Agent を開始する前に、 以下を入力して、 プロセスが実行中であ

るか確認します。

 /opt/perf/bin/perfstat

ovpa スクリプ トの使用

ovpa を使用して、 OV Performance Agent とそのプロセスを開始する手順は次のと
おりです。

1 root と してログインします。

2 次のよ うに入力します。 /opt/perf/bin/ovpa start

ovpa start スク リプ トによ り、 OV Performance Agent と、 scopeux  ( デー
タ  コレク タ )、 midaemon  ( 測定インターフェイス  デーモン )、 ttd  ( ト ラ
ンザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 coda、 ovc、 ovbbccb、 アラーム 
ジェネレータなどのすべてのプロセスが起動します。 スク リプ ト を実行する
と、 起動されたプロセスのステータスが画面に表示されます。

ovpa ス ク リプ ト とオプシ ョ ンによ り、 実行中の OV Performance Agent のプロセ
スを終了した り再開始した りするこ とができます。

• ovpa stop によ り、 ttd ( ト ランザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 ovc、
ovbbccb を除く、 OV Performance Agent のすべてのプロセスが終了します。
ttd は常に実行中になり ます。 OpenView Operations エージェン トがシステム
で実行中の場合は、ovpa stop を入力しても  coda デーモンは終了しません。

• ovpa restart server を入力する と、coda がいったん終了してから再開始
するため、 アラーム、 OV Performance Manager などのク ラ イアン トのアクセ
スが一時的に無効にな り ます。 また、 datasources ファ イルが再度読み込
まれます。 さ らに、 perfalarm プロセスもいったん終了してから再開始し、
alarmdef ファ イルが再度読み込まれます。

• ovpa restart を入力する と、 scopeux とサーバーのプロセスが一時的に終
了してから再開始します。 また、 parm ファ イルが読み込まれ、 ト ランザク
シ ョ ン デーモン ttd に構成ファイル ttd.conf を再度読み込ませます。

DCE 通信では、 perflbd、 rep_server、 alarmgen プロセスが使用されます。

ttd を終了する必要がある場合は、実行中の ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終

了してから、 ttd と  OV Performance Agent のプロセスを再起動してください。
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• ovpa restart alarm を入力する と、 ファ イルが変更された場合に、 OVPA
のすべてのプロセスを再開始しな くても、 新しいアラームの定義が有効にな
るよ うに、 アラーム ジェネレータのプロセスによ り  alarmdef  ファ イルが
再度読み込まれます。 この動作によって他のプロセスが中断されるこ とはあ
り ません。

mwa スクリプ トの使用

mwa によ り、 OV Performance Agent とそのプロセスを起動します。

1 root でログインします。

2 次のコマンド を入力して、OV Performance Agent と そのプロセスを開始します。

/opt/perf/bin/mwa start 

mwa start スク リプ トによ り、OV Performance Agent と、scopeux  ( データ  
コレク タ )、 midaemon ( 測定インターフェイス  デーモン )、 ttd ( ト ランザク
シ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 coda、 ovc、 ovbbccb、 perflbd、
rep_server、 アラーム ジェネレータなどのすべてのプロセスが起動しま
す。 スク リプ トが実行される と、 動作中のプロセスおよび使用中のファイル
の一部の名前が画面に表示されます。

mwa スク リプ ト と適切なオプシ ョ ンを使用するこ とで、 動作中の OV Performance
Agent プロセスを終了し、 再開始できます。

• mwa stop によ り、 ttd ( ト ランザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 ovc、
ovbbccb を除く、 OV Performance Agent のすべてのプロセスが終了します。
ttd は常に実行中にな り ます。 他の製品で coda デーモンが使用されている
場合は、 mwa stop を入力しても  coda は終了しません。

• mwa restart オプシ ョ ンによ り、OV Performance Agent を再初期化できます。
ただし、 設定ファ イルの変更は、 そのプロセスが再開始されるまでシステム
上で有効になりません。

• mwa restart server は、coda デーモンとレポジ ト リ  サーバーを終了させ、
その後再開始させます。 その際、 一時的にア ラームが無効にな り、 OV
Performance Manager などのク ライアン トにアクセスできな くな り ます。 そし
て、perflbd.rc ファ イルを再度読み込みます。さ らに、アラーム  ジェネレー
タのプロセスもいったん終了してから再開始し、 alarmdef ファ イルが再度
読み込まれます。HTTP ベースのアラーム ジェネレータ  perfalarm がデフォ
ルトで有効にな り ます1。

1. DCE ベースのアラーム ジェネレータ  alarmgen を有効にするには、 OV Performance Agent
を終了し、 perfalarm 実行可能ファ イルの名前を  perfalarm.old に変更してから、 mwa
スク リプ トによ り  OV Performance Agent を再起動して ください。
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• mwa restart によ り、 サーバー プロセス と、 coda、 scopeux、 およびト ラ

ンザクシ ョ ン デーモンである  ttd を含むすべてのデーモンが終了され、その

後再開始されます。 また、 parm ファ イルと ト ランザクシ ョ ン構成ファ イル

ttd.conf が再度読み込まれます。

• mwa restart alarm は一時的にアラーム ジェネレータのプロセスを終了さ

せ、 その後、 再開始させて alarmdef ファ イルを再度読み込みます。 この動

作によって他のプロセスが中断されるこ とはあ り ません。

プロ ト コルの変更

OV Performance Agent の初回インス トールの際、 選択されたプロ ト コルは /etc/
rc.config.d/ovpa フ ァ イルに環境変数 MWA_PROTOCOL に対する追加と して

記述されます ( たとえば、 MWA_PROTOCOL=http)。

DCE モードへの切り替え

ovpa スク リプ ト を使用して、 DCE データ通信コンポーネン ト を開始または終了

するこ とはできません。 /etc/rc.config.d/ovpa ファ イルの MWA_PROTOCOL
パラ メータに dce を設定し、 mwa スク リプ ト を使用して OVPA を開始します。

HTTP モードへの切り替え

プロ ト コルを HTTP に切り替える場合は、 /etc/rc.config.d/ovpa ファ イル

の MWA_PROTOCOL パラ メータに http を設定して、OVPA を再開始します。HTTP
データ通信モードを使用して OVPA を開始するには、 ovpa または mwa スク リプ

ト を使用します。

MWA_PROTOCOL で http を指定している場合は、ovpa および mwa スク リプ トの両

方によ り、 同じコンポーネン トが開始されます。

mwa スク リプ トは、 MWA_PROTOCOL に設定されている値に応じて、 HTTP、 DCE、
または NCS データ通信コンポーネン ト を開始します。

ttd を終了する場合は、実行中の ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終了してから、

ttd と  OV Performance Agent のプロセスを再起動してください。

HTTP 通信プロ ト コルは、 インス トールの際に選択したプロ ト コルに関わらず、

常に利用可能です。 HTTP データ通信で使用されるデーモンは、 常にシステムに

インス トールされており、 有効になっています。
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自動的な開始と終了

システムの再起動時に自動で OV Performance Agent を開始するプロセス、 および

システムのシャ ッ ト  ダウン時に OVPA を終了するプロセスは、OVPA 起動および

シャ ッ ト ダウン ス ク リ プ ト と  OVPA 起動設定ファ イル (/etc/rc.config.d/
ovpa) によ り制御されます。

OVPA 起動設定ファイルには、 システム起動時の OV Performance Agent の動作を

制御するさまざまな環境変数が含まれています。 このファ イルは、 OVPA システ

ム起動およびシャ ッ ト  ダウン スク リプ トのソース  ファ イルです。

次の環境変数およびシェル変数を編集して、 OV Performance Agent のデフォルト

の動作を変更するこ とができます。

• MWA_START は、システムを リブート したと きの OV Performance Agent の自動

開始を制御します。 この変数は、 以下の値のうちのいずれかをと り ます。

• MWA_START_COMMAND は、 システムのリブート時に OV Performance Agent を
開始するために使用されるス ク リ プ ト  オプシ ョ ンを指定する変数です。 通

常、 この変数は次のよ うに設定されます。

/opt/perf/bin/mwa start  

ステータスの確認方法

OV Performance Agent を開始する と、 /var/opt/perf/ および /var/opt/OV/
ディ レク ト リに数個のステータス  ファ イルが作成されます。perfstat コマンド

を使用して、 OV Performance Agent の全プロセスまたは一部のプロセスのステー

タスを確認できます。

次のステータス  ファ イルには、 OV Performance Agent のプロセスで生じる障害を

解決するのに使用される診断情報が含まれます。

0 システム起動時に OV Performance Agent を開始しません。

1 システム起動時に OV Performance Agent を開始します。

OVPA 起動設定ファイルは、OV Performance Agent のパッチの適用時または更新

時に上書きされないため、 加えた変更はすべて保持されます。
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/var/opt/perf/status.alarmgen
/var/opt/perf/status.perflbd
/var/opt/perf/status.rep_server
/var/opt/perf/status.scope
/var/opt/perf/status.perfalarm
/var/opt/perf/status.ttd
/var/opt/perf/status.mi
/var/opt/OV/log/coda.txt

ディ レク ト リのサンプル

/opt/perf/examples/ ディレク ト リには、 設定ファイルと構文ファイルの例、

および当社のパフォーマンス  ツールをカスタマイズするために使用するプログラ

ム ファ イルのサンプルが含まれています。 たとえば、 /opt/perf/examples/
config/ サブディレク ト リには、サンプルのアラーム定義と  parm ファイルのア

プ リ ケーシ ョ ン指定パラ メータの例が含まれています。 詳細は、 /opt/perf/
examples/README ファイルを参照してください。

OV Performance Agent がメ ッセージをステータ ス  フ ァ イルに書き込むたびに、

ファ イルが 1 MB を超えるサイズであるかど うかが確認されます。 1 MB を超え

るファ イルの場合は、 ファ イル名が status.filename.old に変更され、 新し

いステータス  ファ イルが作成されます。
OV  Performance Agent の実行方法 23



ファイアウォールを介した通信

一般に、 ファ イアウォールはあるネッ ト ワーク と他のネッ ト ワークの間のデータ
の流れを フ ィ ル タ リ ン グす る 方法 と し て定義す る こ と がで き ま す。 OV
Performance Agent (OVPA) では、 ク ラ イアン ト とサーバー アプリ ケーシ ョ ン間の

データ  アクセスに関して、 以前からパケッ ト フ ィルタ リ ング ネッ ト ワーク  ファ

イアウォールを介した通信メカニズムに対応していましたが、今回さ らに、HTTP
1.1 ベースの通信インターフェイスに対応しました。

HTTP ベースのインターフェイスはプロキシが使用できるため、 柔軟で、 ポート

数が少な く てすみ、 フ ァ イ ア ウ ォ ールに適 し てい ます。 perflbd お よ び

rep_server デーモンや、これらのデーモンの DCE サブシステムでの依存関係を

使用するこ と もできます。

2 つのシステム間にネッ ト ワーク  ファ イアウォールがある場合は、 OV 
Performance Manager および OV Reporter が OV Performance Agent システムから

データを取得します。

以下のセクシ ョ ンでは、 ファ イアウォールを介した HTTP および DCE 通信の設

定方法を説明します。

• HTTP 環境での通信

• DCE 環境での通信

OV Performance Agent は、 HP OpenView Operations 環境でのみ、 証明書ベースの

安全な (HTTPS) データ通信に対応しています。 詳細は、 37 ページの 「証明書の

使用」 を参照して ください。
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図 1 ファイアウォール環境での OVPA との通信

HTTP 環境での通信

ファ イアウォール環境で HTTP 通信を設定するには、 さまざまな方法があ り ま

す。 HTTP プロキシを使用して、 ファ イアウォールを介した OVPA データ通信を

行う こ とをお勧めします。 この方法では、 環境内ですでに使用されているプロキ
シを用いるこ とによ り、 設定が簡略化されます。 プロキシが双方向で使用されて
いる場合、 ファ イアウォールでは厳密に 1 つのポート を開く必要があ り ます。

典型的な リモー ト通信では、 ソース  ポー ト を使用している ク ラ イアン ト が、 リ

モート  システムの宛先ポート を リ ッスンしているサーバーに接続します。ファ イ

アウォールを設定するためには、 通信を開始するシステム  ( ク ラ イアン ト ) およ

び通信リ クエス ト を受信するシステム  ( サーバー ) を把握し、 それに応じてファ

イアウォールのルールを設定するこ とが重要です。

本書では、 OV Performance Manager 3.x とい う名称は、 以前 PerfView と呼ばれて

いた製品を指します。
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25 ページの図 1 では、 OVPA がファイアウォールを介して Reporter ( バージ ョ ン

3.5 以降 ) および OV Performance Manager (OVPM バージ ョ ン 4.0 以降 ) と通信す

る方法を示しています。 OVPA は HTTP または HTTPS サーバーです。 Reporter お
よび OVPM 4.x は HTTP ク ラ イアン トです。 OVPM 5.0 は HTTP または HTTPS ク
ラ イアン トに設定するこ とができます。 HTTP プロキシを使用する場合、Reporter
および OVPM はプロキシを経由して、 OVPA と通信します。

OVPM バージ ョ ン 3.x は PerfView テク ノ ロジを使用しています。 PerfView は
HTTP 通信コンポーネン ト を使用しませんが、 DCE データ通信モードが有効な場

合には、 OV Performance Agent 4.5 に接続します。

通信に使用するポート

OVPA によ り収集されたデータにアクセスするには、HTTP サーバー (OVPA) 用の

ポート と  HTTP ク ラ イアン ト  (Reporter および OVPM) 用のポートが開かれている

必要があ り ます。 ファ イアウォール環境で HTTP ク ラ イアン ト を設定する方法は

2 つあ り ます (HTTP プロキシを使用する方法と使用しない方法 )。 どちらの場合

にも、OVPA ノードからデータにアクセスするには、HTTP サーバー (OVPA) 側の

ポートが 1 つだけ開いている必要があ り ます。

HTTP プロキシを使用する場合

ファ イアウォールを介して通信する場合は、 HTTP プロキシの使用をお勧めしま

す。 プロキシは頻繁に使用されており、 ファ イアウォールが開く必要のあるポー
トは、プロキシ システム用のよ り少ない数のポートに限られるため、設定が簡単

になり ます。 デフォルトの 383 ポートは変更しないこ とをお勧めします。

OVPA 用のデフォルト  ポート  （プロキシ使用） は、 表 2 に示されています。

プロキシを設定するには、 以下のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns bbc.http -set PROXY proxy:port+(a)-(b)

表 2 OVPA デフォルト  ポート

ソース 宛先 プロ ト コル ソース ポート 宛先ポート 説明

PROXY MGD NODE HTTP プロキシによ り
定義

383 通信ブローカー
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変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名、 ネッ ト ワーク、 および IP
アド レスをコンマで区切った形式の リ ス ト です。 区切り記号 「;」 または 「,」 を

使用して、 1 つの PROXY キーに対して複数のプロキシを定義するこ と もできま

す。 リ ス トの前の 「-」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用されないこ と

を示し、 リ ス ト の前の 「+」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用される

こ とを示します。 初に適合したプロキシが使用されます。

次に例を示します。

ovconfchg -ns bbc.http -set PROXY srv1.abc.com:8088+*

HTTP プロキシを使用しない場合

HTTP プロキシが利用できない場合は、 Reporter および OVPM システム上で、 追

加の設定が必要になり ます。 29 ページの 「HTTP プロキシを使用しない、Reporter
または OVPM の設定」 を参照して ください。

ファイアウォールを介したポートの設定

以下のガイ ド ラ インに従い、ファ イアウォール環境での OVPA との通信を設定し

ます。

• ク ラ イアン トおよびサーバーのデータ  フローを含む、 ファ イアウォール環境

を把握します。

• 環境内でのポート使用状況を確認します。

• プロキシ使用時の、 ファ イアウォールを介した通信設定の詳細については、
以下のセクシ ョ ンを参照して ください。

— OVPA ポートの設定

— Reporter および OVPM の設定

— その他の留意事項

• ファ イアウォールを介した通信をテス ト します。

OVPA ポートの設定

OVPA システムではデフォルトで、 BBC 通信ブローカーがポート  383 を使用し、

coda は動的に割り当てられたポート を使用します。

デフォルトの通信ブローカー ポートの設定方法は次のとおりです。
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ovconfchg ツールを使用して、OV Performance Agent システムでのポート設定を

変更します。 以下のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.cb.ports -set SERVER_PORT <port number>

ovc -restart

単一ポート通信用の OVPA の設定方法は次のとおりです。

OV Performance Agent システムでは、 coda は動的に割り当てられたポート を使用

します。 ポート設定を変更して、 上記で指定した通信ブローカーのポート を使用
するには、 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR localhost

ovc -restart

Reporter および OVPM の設定

フ ァ イ ア ウ ォール環境の HTTP ク ラ イ アン ト  (Windows または UNIX 対応の

Reporter および OVPM) は、次の 2 つの方法のいずれかで設定するこ とができます。

• HTTP プロキシを使用する方法 ( 推奨 )。 「HTTP プロキシを用いた、 Reporter
または OVPM の設定」 を参照して ください。

• HTTP プロキシを使用しない方法 ( 非推奨 )。 「HTTP プロキシを使用しない、

Reporter または OVPM の設定」 を参照して ください。

HTTP プロキシを用いた、 Reporter または OVPM の設定

HTTP プロキシを使用する場合は、 Windows または UNIX 対応の Reporter および

OVPM に対して、 OVPA に接続するために使用するプロキシを指定する必要があ

り ます。

OVPM 5.0 の設定は、 以下の手順で行います。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set PROXY proxy:port+(a)-(b)

変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名、 ネッ ト ワーク、 および IP
アド レスをコンマで区切った形式の リ ス ト です。 区切り記号 「;」 または 「,」 を

使用して、 1 つの PROXY キーに対して複数のプロキシを定義するこ と もできま

す。 リ ス トの前の 「-」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用されないこ と

を示し、 リ ス ト の前の 「+」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用される

こ とを示します。 初に適合したプロキシが使用されます。
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Reporter または OVPM 4.x の設定は、 以下の手順で行います。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt 設定ファイルを編集します。

default.txt ファ イルの [DEFAULT] セクシ ョ ンで、 PROXY に関連する行

を特定し、 次のよ うに PROXY パラ メータを設定します。

PROXY web-proxy.hp.com:8088-(localhost, *.hp.com) + (*)

この例では、 ローカル マシン (localhost) への要求、 および HP 内 ( た と えば、

www.hp.com のよ うな、*.hp.com に合致するもの) への要求を除いて、web-proxy
プロキシが、 すべてのサーバー (*) に対してポート  8088 で使用されます。

HTTP プロキシを使用しない、 Reporter または OVPM の設定

フ ァ イアウォール環境でプロキシが使用できない場合は、 HTTP ク ラ イアン ト
ポート を直接指定して、 ソースおよび宛先に基づく フ ィルタを適用するこ とがで
きます。

Windows 対応の Reporter および OVPM が同一のシステムにインス トールされて
おり、双方が同時に OVPA にアクセスする場合は、 このセクシ ョ ンに記載されて
いるポート範囲を指定します。 異なるシステムで実行されている場合は、 それぞ
れに単一のポート を指定します。

OVPM 5.0 の設定は、 以下の手順で行います。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT <port range>

<port range> は、 使用するポート範囲です。

次に例を示します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT 14000-14003

Reporter または OVPM 4.x の設定は、 以下の手順で行います。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファイルを、以下のよう に編集します。

1 CLIENT_PORT に適用される行を特定して、;CLIENT_PORT = の行をコ メン ト
解除します。

2 CLIENT_PORT パラ メータに、 ポート範囲を指定します。 次に例を示します。
CLIENT_PORT =<port range>

<port range> は、 使用するポート範囲です。 次に例を示します。

CLIENT_PORT = 14000-14003
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その他の留意事項

複数の IP アドレスを持つシステムについて

環境内に、 複数のネッ ト ワーク  インターフェイスおよび IP アドレスを持つシス

テムがあ り、 HTTP ベースの通信に専用のインターフェイスを使用する場合は、

CLIENT_BIND_ADDR パラ メータおよび SERVER_BIND_ADDR パラ メータで、 使用

する  IP アドレスを指定するこ とができます。

OVPA システムでは、 SERVER_BIND_ADDR パラ メータを指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set SERVER_BIND_ADDR <IP Address>

OVPA 5.0 システムでは、 CLIENT_BIND_ADDR パラ メータを指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_BIND_ADDR <IP Address>

Reporter または OVPA 4.x システムでは、 CLIENT_BIND_ADDR パラ メータを指定

します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファイルを、以下のよう に編集します。

1 CLIENT_BIND_ADDR に適用される行を特定して、 ;CLIENT_BIND_ADDR = の
行をコ メン ト解除します。

2 CLIENT_BIND_ADDR パラ メータに、 IP アドレスを指定します。

DCE 環境での通信

DCE 環境では、 OV Performance Agent は相互プロセス通信に対して動的に割り当

てられたソケ ッ ト  ポー ト 番号を使用します。 パケ ッ ト フ ィルタ リ ング ネッ ト

ワーク  ファ イアウォールを介して通信するには、静的に定義されたポート番号を

使用するよ うに OV Performance Agent サーバーを設定します。

OV Performance Manager と  OV Performance Agent の通信の設定

OV Performance Agent 用のソケ ッ ト  ポー ト 番号の設定方法は、 OV Performance
Agent と通信する  OV Performance Manager のバージ ョ ンによって異なり ます。 ソ

ケッ ト  ポート番号を設定するには、 「OV Performance Manager C.03.00 以降 と  OV
Performance Agent の通信の設定」 の指示に従ってください。
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OV Performance Manager C.03.00 以降 と  OV Performance Agent の通信の設定

OV Performance Agent と  OV Performance Manager のファイアウォール通信を設定

する方法は、 どちらのプログラムが通信元であるかによって異なり ます。

OVPM C.03.00 以降 ( 通信元 ) と  OVPA の通信の設定

OV Performance Manager が通信元である場合、 TCP プロ ト コルを使用して、 次の

図に示されている  TCP ソケッ ト  ポート番号で、OV Performance Agent との通信が

行われます。
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MWA_SERVER_PORT_RANGE を静的に定義された TCP ソケッ ト  ポート番号と して

設定するには、 /etc/services ファ イルに次の項目を追加します。

agdbserver   xxxx/tcp
rep_server   yyyy/tcp 

xxxx と  yyyy は、未使用のポート番号を示します。agdbserver と  rep_server は、

指定されたポー ト 番号に登録し ます。 perflbd.rc フ ァ イルに複数のデータ

ソースが設定されている場合、 初の rep_server は指定された yyyy ポート番号

を使用します。 その他のすべての rep_server は、 使用されている 後のポート

番号に 1 を追加します。

たとえば、 /etc/services ファ イルに次の行を含めたと します。

agdbserver   20001/tcp
rep_server   20002/tcp 

また、 perflbd.rc ファ イルに 3 つのデータ  ソースが設定されている とする と、

OV Performance Agent は次の TCP ポート番号を使用します。

agdbserver   20001
rep_server   20002
rep_server   20003
rep_server   20004 

MWA_RANGE は、 この例の /etc/services に基づいて 20001 から  20004 とな り

ます。

OVPA ( 通信元 ) と  OVPM C.03.00 以降の通信の設定

OV Performance Agent が通信元である場合、 TCP プロ ト コルを使用して、 次の図

に示されている  TCP ソケッ ト  ポート番号で、 OV Performance Manager との通信

が行われます。
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alarmgen プロ セス用に ALARMGEN_PORT_RANGE を設定するには、 /var/opt/
perf/vppa.env ファ イルを編集し、 RPC_RESTRICTED_PORTS を次のよ うに設

定します。

RPC_RESTRICTED_PORTS=ncacn_ip_tcp[xxxx-yyyy] 

xxxx-yyyy は未使用のポート番号の範囲です。ポート範囲を計算するための数式は

次のとおりです。

2 × (OV Performance Agent システムから アラ ームを受け取る OVPM システ

ムの数 ) 

以前、 フ ァ イ ア ウ ォールを介し て OV Performance Agent か ら  OV Performance
Manager に通信する場合には、ファ イアウォールのポート  135/UDP が開かれてい

ました。現在では、 ファ イアウォールの設定を変更し、 ポート  135/TCP を開く必

要があ り ます。 これは、OV Performance Manager のバージ ョ ンとは無関係に、OV
Performance Manager システムのポー ト  135 への接続に使用されたプロ ト コルが

UDP から  TCP に変更されたためです。
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たと えば、 OV Performance Agent システムが 2 つの OV Performance Manager システム

にアラームを送信していた場合、 vppa.env ファイルで RPC_RESTRICTED_PORTS
を次の範囲に設定します。

RPC_RESTRICTED_PORTS=ncacn_ip_tcp[30001-30004] 

/opt/perf/bin/mwa restart server を使用して OV Performance Agent サー

バーを再起動し、 ポートの制限を有効にします。

PV_PORT_RANGE に設定する範囲の詳細については、 『HP OpenView Performance
Manager インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

OV Reporter と  OV Performance Agent の通信の設定

OV Performance Agent 用のソケッ ト  ポート番号の設定は、 OV Performance Agent
と通信する  OV Reporter のバージ ョ ンによって異な り ます。 ソケッ ト  ポート番号

を設定するには、 「OV Reporter A.03.50 以降と  OV Performance Agent の通信の設

定」 の指示に従って ください。

この環境変数は、ローカル ホス ト外部の通信に使用されるポートにのみ影響を与

えます。 alarmgen と  rep_server の間のローカル通信のよ うな、 ローカルホス ト

内部で使用されるポートは、 この変数による影響を受けません。

NAT (Network Address Translation) IP ア ド レスを使用するファ イアウォールを介

して、 OV Performance Agent から  OV Performance Manager にアラームを送信する

こ とはできません。
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OV Reporter A.03.50 以降と  OV Performance Agent の通信の設定

OV Reporter は TCP プロ ト コルを使用して、次の図に示されている  TCP ソケッ ト

ポート番号で、 OV Performance Agent と通信します。

MWA_SERVER_PORT_RANGE を静的に定義された TCP ソケッ ト  ポート番号と して

設定する方法については、 31 ページの 「OV Performance Manager C.03.00 以降 と
OV Performance Agent の通信の設定」 を参照して ください。
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RPC アドレスの制限

マルチホーム環境において、DCE/RPC サービスを特定の LAN カードに制限するに

は、 RPC_SUPPORTED_NETADDRS 環境変数を使用します。 この環境変数が設定さ

れている と、一覧に示されているアドレスだけがエンドポイン ト  マップでアドバ

タイズされ、一覧にないアドレスについては、そのサーバーのアドレス  リ ス トか

ら外されます。

指定された IP アドレス  セッ ト しか使用できないよ うに制限するには、 サーバー

を起動する前に、 まず RPC_SUPPORTED_NETADDRS 環境変数を設定します。

構文は次のよ うにな り ます。

RPC_SUPPORTED_NETADDRS=protocol:ip_address[,protocol:ip_add
ress] 

OV Performance Agent サーバーの環境変数を設定するには、 /var/opt/perf/
vppa.env ファ イルに次の行を追加します。

RPC_SUPPORTED_NETADDRS=ncadg_udp:192.1.1.1
export RPC_SUPPORTED_NETADDRS 

次に、 mwa restart server オプシ ョ ンを使用してサーバーを再起動します。

この操作を行っても接続できない場合、エンドポイン ト  マップ (dced/rpcd) に問

題がある可能性があり ます。 dced/rpcd を開始する前に、 環境変数を設定してみ

てください。 その後、 システムを再起動して、 IP アドレスの制限を有効にします。
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安全な通信の設定

OV Performance Agent は証明書ベースの安全性の高い通信、 およびク ラ イアン ト

認証ベースの通信に対応しています。

証明書の使用

OV Performance Agent は、 HP OpenView Operations 8.x 環境でのみ、 証明書ベース

の安全なデータ通信に対応しています。

OVO で安全性の高い通信を設定するには、 『HP OpenView Operations for UNIX
Firewall Concepts and Configuration Guide』 を参照して ください。 OVO 8.x HTTPS
エージェン トについての詳細は、 『HP OpenView Operations HTTPS Agent Concepts
and Configuration Guide』 を参照して ください。

OVO 8.x 環境ですでに HTTPS 通信を設定している場合は、 OV Performance Agent
と  OVPM 5.0 の間の安全な通信を設定するために、 以下の変更を行います。

OV Performance Agent システムでは、 coda に関して、 SSL_SECURITY に REMOTE
を設定します。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda -set SSL_SECURITY REMOTE

ovcodautil -config

クライアン ト認証の使用

オプシ ョ ンと して、 OV Performance Manager または OV Reporter などの製品からの

ク ライアン ト接続の認証を、OV Performance Agent を使用して実行できます。 この

認証機能を利用するこ とで、 特定の OV Performance Agent インスタンスについて、

そのインスタンスへのク ライアン ト接続を許可するホス ト を指定できます。

ク ラ イアン ト認証機能は、あらゆるバージ ョ ンの OV Performance Manager および

OV Reporter ク ラ イアン ト からの接続を有効または無効にします。 この機能を利

用するにあたって、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを更新する必要はあ り ません。

OV Reporter および OVPM 4.x は証明書ベースの安全性の高い通信には対応して

いません。
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承認プロセスは、 認証されるク ラ イアン トに透過的に行われるため、 ク ラ イアン
ト接続は表面上、 OV Performance Agent の過去のバージ ョ ンを使用していたと き

と同じ よ う に処理されます。 未認証のク ラ イアン ト には、 サービス拒否を示す
メ ッセージが表示されます。

authip ファイルによる認証の有効化

authip とい う ファ イルが存在する場合、 認証は有効にな り ます。 HTTP 通信が

有効なシステムでは、 authip ファ イルは /var/opt/OV/conf/perf/ ディ レ

ク ト リにあ り ます。DCE 通信が有効なシステムでは、authip ファ イルは /var/
opt/perf/ ディ レク ト リ にあ り ます。 authip ファ イルにはホス ト の リ ス ト が

含まれ、 そのホス トからのク ライアン ト接続が許可されます。

• authip ファ イルがデフォルトのディ レク ト リに存在する場合、 ク ラ イアン

ト接続が許可されるホス トはこのファ イルの内容によって決定されます。OV
Performance Agent インスタンス と して同じホス トで実行されているク ラ イア

ン トは自動的に認証されるため、 エン ト リ を必要と しません。 長さがゼロの

authip ファ イルは、OV Performance Agent ホス トで実行されているク ライア

ン トのみが接続できるこ とを意味します。

• authip ファ イルがデフォルトのディ レク ト リに存在しない場合は、 認証が

行われず、 OV Performance Agent の過去のバージ ョ ン と同様に、 すべてのク

ライアン トに接続が許可されます。

authip ファ イルは、 ク ラ イアン トが OV Performance Agent によるサービスを要

求して登録を試みるたびに照会されます。 authip ファ イルに変更が加えられた

場合、 変更内容を有効にするために OV Performance Agent を再起動する必要はあ

り ません。

ただし、認証が不適格となるよ うに後からサーバーの authip ファ イルに変更を

加えた場合でも、 すでに認証が完了している既存のク ラ イアン ト  セッシ ョ ンは、

OV Performance Agent によ る再認証を要求される処理をク ラ イアン ト が行 う ま

で、現行の接続を維持できます。このため、OV Performance Agent の authip ファ

イルに加えられた変更に関係なく、 認証が完了している  OV Performance Manager
接続は OV Performance Agent ホス トへのデータ  ソースが閉じ られるまでアクセ

スを許可されます。 その後、 データ  ソースを開き直す場合には、 authip ファ イ

ルの再読み込みが行われるため、 接続は拒否されます。
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アラーム用の OV Performance Manager 登録では、ク ラ イアン トがデータ  ソースを

削除するまで ( 閉じるだけでは不十分です ) 承認済みク ライアン トはアラームを

受け取り続けます。 サーバーのアラーム  ジェネレータ  データベースからのク ラ

イアン トの削除を OV Performance Agent 側から強制的に行う と きは、 次のコマン

ドを使用します。

agsysdb -delpv <host> 

OV Performance Agent ク ラ イアン ト認証機能では、 authip ファ イルによ りネッ

ト ワーク内でのク ライアン ト  エン ト リが解決できるよ うにな り ます。エン ト リの

性質によっては、DNS、NIS あるいは /etc/hosts ファ イルなどによって提供さ

れるネーム サービスが必要になる場合があ り ます。

OV Performance Agent ホス トから各 authip エン ト リへ、 「ping」 が成功するかを

確認するこ とで、 これを検証するこ とができます。 ク ラ イアン ト認証は、authip
ファ イル中のク ラ イアン ト  エン ト リ が OV Performance Agent ホス ト からの ping
に応答する という、 同様の条件を備えたファ イアウォールで機能します。

authip ファイルのフォーマッ ト

authip ファ イルは次のフォーマッ トに一致する必要があ り ます。

• 1 行あたり  1 つのク ライアン ト  ホス ト を リ ス トする

• ク ラ イアン ト  エン ト リには、次のフォーマッ トの う ち 1 つ (任意 ) を使用する

— 完全修飾ド メ イン名

— エイ リ アス  (alias)

— IP アドレス  ( ド ッ トで 4 つに区切った IPv4 アドレス )

• ク ラ イアン ト  エン ト リにはスペースは使用できない

• 行の始めが 「#」 のラ インは、 コ メン ト と して無視される

• ブランクあるいは長さがゼロの行は無視される

• IP アドレスは 0 から始めない。 たとえば、 23.10.10.10 の IP アドレスを、

023.10.10.10 と表すこ とはできません。

/etc/hosts エン ト リは次のよ うにな り ます。

123.456.789.1  testbox  testbox.group1.thecompany.com 
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「testbox」 ホス トからのク ライアン トは、 authip ファ イル内の次のエン ト

リのいずれによっても接続可能です。

#============ Examples of authip file entries ==============
# 
# Use of an IP address
123.456.789.1

#
# Use of an alias
testbox

#
# Use of a fully qualified domain name
testbox.group1.thecompany.com

#============ End of examples of authip file entries ======== 
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データ  ソースの設定

OV Performance Agent は、 coda デーモンまたはレポジ ト リ  サーバーのセッ ト を
使用して、 事前に収集したデータをアラーム ジェネレータや OV Performance
Manager 分析製品に送信します。coda デーモンでは HTTP データ通信メカニズム
が使用され、レポジ ト リ  サーバーでは DCE メカニズムが用いられます。HTTP お
よび DCE データ通信メカニズムの両方が有効になっている と、 coda デーモンと
レポジ ト リ  サーバーのセッ ト の両方が OVPA によ り使用されます。 各データ
ソースには、 1 つのログ ファ イル セッ トが含まれます。

coda がアクセスするデータ  ソースの リ ス ト は、 /var/opt/OV/conf/perf/
ディ レ ク ト リ にある  datasources 設定ファ イルで管理されます。 レポジ ト リ
サーバーがアクセスするデータ  ソースのリ ス トは、 /var/opt/perf/ ディ レク
ト リ にある  perflbd.rc ファ イルで管理されます。 perflbd.rc フ ァ イルは、
datasources ファ イルへのシンボ リ ッ ク  リ ンク と して管理されます。

scopeux ログ ファ イルや DSI ログ ファ イルなどの特定のデータ  ソースに対して
それぞれのレポジ ト リ  サーバーがあ り ます。 イ ン ス ト ール後、 初めて OV
Performance Agent を実行する場合、 デフォル トのデータ  ソースである  SCOPE が
事前に設定されており、 scopeux ログ ファ イル セッ トが提供されています。

他のデータ  ソースを追加する場合は、datasources ファ イルでそれらを設定す
るこ とができます。OV Performance Manager からの OVPA または DSI ログ ファ イ
ル データを表示した り、 またはログ ファ イルのアラームを処理した りする必要
がない場合は、datasources ファ イルを編集して、データ  ソースやログ ファ イ
ル セッ トへのパスを削除するこ とができます。 coda デーモンまたはレポジ ト リ
サーバーを再開始する際に、 datasources ファ イルが読み込まれ、 検出した各
データ  ソース用の分析ツールへの通信リ ンクを経由して、データを利用するこ と
ができるよ うにな り ます。 coda またはレポジ ト リ  サーバーを再開始するには、
「データソース設定ファ イルのフォーマッ ト 」 を参照して ください。

データが必要ではな くなったと きには、 ログ ファ イル セッ ト を削除するこ と も
できます。datasources から、データ  ソースは削除せずに、ログ ファ イル セッ
ト を削除する と、 coda またはレポジ ト リ  サーバーによ り、 そのデータ  ソースは
スキップ ( 対象外に ) されます。

DSI データのログ ファ イル セッ トへの記録を停止する際に、 coda デーモンまた
はレポジ ト リ  サーバーを開いたままにしておく こ とが可能です。これによ り、OV
Performance Manager で履歴データ を表示する こ と ができ ます。 こ の場合は、
datasources ファイルからデータ  ソースを削除せずに、 dsilog プロセスを停
止します。
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データソース設定ファイルのフォーマッ ト

datasources 設定ファイルの各エン ト リは、1 つの ログ ファ イル セッ トで構成
されるデータ  ソースを示します。 エン ト リは、 データ  ソースの名前とパスを示
します。 このフ ィールドでは、 ログ ファ イルのパス名以外は大文字小文字の区別
はあ り ません。 構文は次のよ うにな り ます。

datasource=datasource_name logfile=logfile_set 

• datasource はキーワードです。 datasource_name はデータ  ソースを識
別するための名称です。 たとえば、 データ  ソース名はアラーム定義や分析ソ
フ ト ウェアで使用されます。 また、 固有の名前である必要があ り ます。 これ
らの名前は大文字に変換されます。 さ らに、 データ  ソース名は 大 64 文字
まで指定できます。

• logfile はキーワードで、 logfile_set は DSI ログ ファ イル (dsilog プ
ロセスによ り作成され、 .log で終わるファ イル ) を識別する完全修飾名で、
大文字小文字の区別があ り ます。

次に datasources ファ イルのデータ  ソース  エン ト リ を  2 例示します。

datasource=SCOPE logfile=/var/opt/perf/datafiles/logglob
datasource=ASTEX logfile=/tmp/dsidemo/log/astex/ASTEX_SDL 

datasources のアップデート後に、 次のコマンドを実行し、 coda を用いて、 新
しいデータ  ソースを利用できるよ うにします。

/usr/lpp/perf/bin/ovpa restart server

また、 レポジ ト リ  サーバーを実行している場合は、次のコマンドを用いてレポジ
ト リ  サーバー (rep_server) を介して、新しいデータ  ソースを利用できるよ うに
します。

/opt/perf/bin/mwa restart server

レポジ ト リ  サーバーのプロセスを停止する と、OV Performance Manager との接続
がすべて切断されてしま う こ とに注意して ください。たとえば、データ  ソースで
グラフを描いていて、 さ らに別のグラフを描く場合には、 レポジ ト リ  サーバーが
再起動されたと きに、 OV Performance Manager のデータ  ソースを再選択して、 接
続を確立しなおす必要があ り ます。

/var/opt/OV/log/coda.txt フ ァ イルの内容を見て、 coda デーモンがアク
ティブになったこ とを確認するか、 またはエラー メ ッセージを参照します。

DSI データ  ソース設定の特殊な例については、 『HP OpenView Performance Agent
for UNIX データ  ソース統合ガイ ド』 の第 4 章 「データ  ソースの設定」 を参照し
て ください。
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parm ファイルの設定

parm ファ イルはテキス ト  ファ イルです。ログ ファ イルの 大サイズや対象プロ

セスのしきい値の定義、 アプ リ ケーシ ョ ン定義といった scopeux データ  コレク

タの設定を指定します。 ファ イル中のコ メン トで、 各種設定の概要を確認するこ
とができます。

OV Performance Agent では、parm ファ イルは /opt/perf/newconfig/ ディ レ

ク ト リに存在します。 システムに /var/opt/perf/parm ファ イルがない場合、

インス ト ール中に /var/opt/perf/ ディ レ ク ト リ にコピーされます。 parm
ファ イルとそのパラ メータに関する詳細は、 『HP OpenView Performance Agent for
UNIX ユーザー マニュアル』 の第 2 章 「parm ファ イル」 を参照して ください。
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アラームの定義

パフォーマンスをモニタするためにアラームを使用する場合、 OV Performance
Agent の alarmdef ファ イルにあるアラーム定義セッ ト内でアラーム発生条件を

指定します。 OV Performance Agent を初めてインス トールした場合、 alarmdef
ファ イルにはデフォルトのアラーム定義セッ トが含まれています。 このデフォル
トの定義を使用するか、 または必要な場合はカスタマイズするこ とが可能です。

ア ラームの定義についての詳細は、 『HP OpenView Performance Agent for UNIX
ユーザー マニュアル』 の第 7 章 「パフォーマンス  アラーム」 を参照して くださ

い。 第 7 章では、 アラーム定義の構文、 アラームの機能、 パフォーマンスをモニ

タするためのアラームの使用方法について説明しています。
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母国語のサポート

HP-UX システムで実行される  OV Performance Agent の extract プログラム と

utility プログラムは、 母国語のサポート  (NLS) を行います。

HP-UX オペレーティング システムの NLS 機能を使用している場合、extract プ
ログラムおよび utility プログラムは他の母国語の日付と時間の形式をサポー

トするこ とができます。

母国語がシステムにインス トールされており、選択されている場合、extract プ
ログラムと  utility プログラムは次の調整を行います。

• 日付と時間は、 NLS バッケージ内で指定された言語で入力され、 表示されま

す。 日付や時間が認識できないフォーマッ トで入力された場合、 プログラム
は正しいフォーマッ トの例を示してユーザーに入力を促します。

• help コマンドのテキス トは、 extract.help および utility.help から

取得されます。 これらのファ イルは、システムの言語と して $LANG が指定さ

れている  
/opt/perf/help/ovpa/$LANG ディ レク ト リに配置されています。デフォ

ルトの言語は 「C」 です。 help カタログが $LANG ディ レク ト リで見つからな

い場合、 デフォルトの help ファ イルが使用されます。
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ドキュ メン トの表示と印刷

OV Performance Agent ソフ ト ウェアには、 表示可能なファイル フォーマッ ト と印

刷可能なフ ァ イル フォーマッ ト で設定される標準の OV Performance Agent ド
キュ メ ン ト 一式が含まれています。 Adobe Acrobat フォーマッ ト  (*.pdf) のド

キュ メン トはオンラインで表示され、 必要な場合は印刷できます。 ASCII テキス

ト  (*.txt) のドキュ メ ン トは印刷が可能です。 ただし、 vi などの UNIX テキス

ト  エディ タを使用する と、 画面上でテキス ト  ファ イルが表示できます。 次の表

で、 ドキュ メン ト 、 使用されているファ イル名、 およびオンラインのパスを示し
ます。

表 3 OV Performance Agent ドキュ メン ト一覧

ドキュ メン ト ファイル名 UNIX パス

HP OpenView Performance Agent for 
HP-UX インス トール、 構成ガイ ド

ovpainst.pdf /opt/perf/paperdocs/
ovpa/C/

HP OpenView Performance Agent for 
UNIX ユーザー マニュアル 

ovpausers.pdf /opt/perf/paperdocs/
ovpa/C/

HP OpenView Performance Agent for 
UNIX データ  ソース統合ガイ ド  

ovpadsi.pdf /opt/perf/paperdocs/
ovpa/C/

HP OpenView Performance Agent for 
UNIX および GlancePlus ト ランザク

シ ョ ン追跡

tyt.pdf /opt/perf/paperdocs/
arm/C/

アプリ ケーシ ョ ン応答測定 API ガイ ド arm2api.pdf /opt/perf/paperdocs/
arm/C/

HP OpenView Performance Agent HP-UX 
Metric Definitions

methp.txt /opt/perf/paperdocs/
ovpa/C/

OVPA metrics list by Data Class for all 
operating systems

mettable.txt /opt/perf/paperdocs/
ovpa/C/
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Web 上でのドキュ メン トの参照

こ こに リ ス ト している ドキュ メ ン トは、 以下の HP OpenView マニュアルの Web
サイ トでも参照できます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv 

製品リ ス ト  ボッ クスから  Performance Agent を選択し、 リ リース  バージ ョ ン、

OS、 およびマニュアルのタイ トルを選択します。 [Open] をク リ ッ ク して、 オン

ラインでドキュ メン ト を表示します。 または [Download] をク リ ッ ク して、 ご使

用のコンピュータにファ イルを配置します。

Adobe Acrobat ファイル

Adobe Acrobat ファ イルは、Acrobat 7.0 で作成されました。表示する場合は、Adobe
Acrobat Reader バージ ョ ン  4.0 以降を使用してください。 Web ブラウザに Acrobat
Reader がインス トールされていない場合は、Adobe の Web サイ トからダウンロー

ドできます。

http://www.adobe.com 

Acrobat Reader でドキュ メン ト を表示している間は、 1 ページ、複数ページ、 また

は全ページ分のドキュ メン ト を印刷できます。

HP-UX では、 Adobe Acrobat Reader がシステムにイ ンス ト ールされていれば、

acroread コマンドを使用して .PDF ファ イルを参照するこ とができます。/path/
の部分に acroread コマンドの場所を指定して、 次のよ うにコマンドを入力して く

ださい。

/path/acroread filename.pdf 

ASCII テキスト  ファイル

.txt ファ イルを印刷するには、 次のよ うに入力します。

lp -dprintername filename 

次に例を示します。

lp -dros1234 Metrics.txt 
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用語集
この用語集は、OV Performance Agent に関連した用語の一部をアルファベッ ト順、

五十音順に並べてあ り ます。

alarmdef ファイル

アラームの状態を特定するアラーム定義を含むファイルです。

coda デーモン

収集したデータをアラーム  ジェネレータや scopeux ログ ファ イルまたは DSI
ログ ファ イルを含むデータ  ソースの分析製品に提供するデーモンです。 coda は
detasources 設定ファイルにリ ス ト されているデータ  ソースから、データを読

み込みます。

datasources ファイル

/var/opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リにある設定ファ イルです。ファ イル内

の各エン ト リは単一のログ ファ イル セッ ト から成る  scopeux または DSI デー

タ  ソースを示しています。 「perflbd.rc」、 「coda」、 および 「データ  ソース」 も参

照して ください。

default.txt

HP OpenView アプ リ ケーシ ョ ンで通信パラ メータをカスタマイズするために使用

する通信設定ファ イルです。

DSI

「データ  ソース統合 (DIS)」 を参照して ください。

DSI ログ ファイル

OV Performance Agent の DSI プログラムによって作成される、 自己記述型のデー

タを含むログ ファ イルです。
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extract

OV Performance Agent のプログラムの 1 つで、 生のログ ファ イルまたは事前に抽

出したログ ファ イルからデータを抽出 （コピー） し、抽出ログ ファ イルに書き込

みます。 また、 分析プログラムで使用するために、 データを書き出すこ とができ
ます。

GlancePlus 

GlancePlus (Glance) は、 ユーザー端末やワークステーシ ョ ンに現在のパフォーマ

ンス  データを直接表示するオンラインの診断ツールです。システムのパフォーマ

ンス障害が発生した場合は、 障害の識別と解決の支援ツールと して機能します。

logappl

ユーザーが定義した各アプ リ ケーシ ョ ンのプロセスの測定値を含む生ログ ファ

イルです。

logdev

ディ ス クなどの個別デバイスのパフォーマンスの測定値を含む生ログ ファ イル

です。

logglob

システム全体の作業負荷、 つま り グローバルな作業負荷の測定値を含む生ログ

ファ イルです。

logindx

他のログ ファ イルに含まれるデータにアクセスする際に必要となる追加情報を

含む生ログ ファ イルです。

logproc

選択された 「対象プロセス」 の測定値を含む生ログ ファ イルです。 プロセスが初

めて作成されたと き、プロセスが終了したと き、および CPU 使用量、ディ スク使

用量、 応答時間などに対してユーザーが定義したしきい値を超えたと きに、 プロ
セスは 「対象プロセス」 とな り ます。

logtran

ト ランザクシ ョ ン データの測定値を含む生ログ ファ イルです。
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midaemon

OV Performance Agent のプログラムの 1 つで、 オペレーティング システムのカー

ネルから取得する ト レース  データを収集し、カウン ト して、共有メモ リ  セグメン

トのカウンタに保存します。 このデータは、 scopeux のパフォーマンス  データ

のメ イン  ソースです。

ovpa スクリプ ト

scopeux データ  コレ ク タ、 アラーム  ジェネレータ、 ttd、 midaemon、 および

coda などの OV Performance Agent のプロセスを開始、終了、再開始するオプシ ョ

ンを含んだ OV Performance Agent スク リプ トです。 ovpa の man ページも参照し

て ください。

OV Performance Manager (OVPM)

マルチベンダー分散型ネッ ト ワーク  システムの統合型パフォーマンス管理を提

供します。 1 台のワークステーシ ョ ンを使用して、 数十から数千のノード  サイズ

に及ぶネッ ト ワーク上の環境パフォーマンスをモニタします。

parm ファイル

データ収集方法をカスタマイズするために、scopeux によ り使用されるパラ メー

タを含む OV Performance Agent のファイルです。

perflbd.rc

/var/opt/perf/ デ ィ レ ク ト リ にある設定フ ァ イルです。 このフ ァ イルは、

datasources フ ァ イルへのシンボ リ ッ ク  リ ン ク と し て管理されます。

「datasources ファイル」 も参照して ください。

perfstat

システムにインス トールされたパフォーマンス  プロセスの全ステータスを表示

するプログラムです。

PerfView

 「OV Performance Manager」 を参照して ください。

run ファイル

scopeux  プロセスが動作中であるこ とを示すために、scopeux コレク タによっ

て作成されます。 run ファ イルを削除する と  scopeux  は終了します。
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scopeux

パフォーマンス  データを収集した後、分析または記録用と して生ログ ファ イルに

データを書き込む ( 記録する ) OV Performance Agent データ収集プログラムです。

「生ログ ファイル」 も参照して ください。

scopeux ログ ファイル

「生ログ ファイル」 を参照して ください。

status.scope ファイル

ステータス、データの不整合、およびエラーを記録するために、 scopeux コレク

タによって作成されます。

ttd.conf

ト ランザクシ ョ ン名、 パフォーマンス分布範囲、 サービス  レベルの目標など、 各

ト ランザクシ ョ ンおよび追跡される情報を定義する ト ランザクシ ョ ン設定ファイ
ルです。

utility

OV Performance Agent のプログラムの 1 つで、生ログ ファ イルと抽出ログ ファ イ

ルのオープン、 リサイズ ( サイズ変更 )、 スキャン、およびレポート作成を可能に

します。 このプログラムを使用する と、 parm ファ イルと  alarmdef ファ イルの

構文が確認でき、 過去のログ ファ イル データのアラーム情報が取得できます。

アプリケーシ ョ ン

関連のプロセスまたはプログラム  ファ イルのユーザー定義グループです。アプ リ

ケーシ ョ ンは、パフォーマンス  ソフ ト ウェアがパフォーマンス  メ ト リ ッ クを収集

し、 プロセスおよびプログラムのアクティビティを一括して報告できるよ うに定
義されます。

アプリケーシ ョ ン ログ ファイル

「logappl」 を参照して ください。

アラーム

パフォーマンスがユーザー指定のアラームの基準に一致した時間、 またはその基
準を超えた時間を意味します。 アラーム情報は、 OVPM などの分析システムや

OVO に送信されます。 utility プログラムを使用する と、 過去のデータ  ログ

ファ イルでアラームを識別できます。
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アラーム ジェネレータ

各アラーム情報間の通信を処理します。 これは、 perfalarm および agdb デー

タベースで構成されます。 agdb データベースは、 ア ラームが送信される  OV
Performance Manager 分析ノード  ( 存在する場合 ) のリ ス ト 、 およびアラーム情報

が送信される時間と場所を定義するために必要な各種の on または off フラグで

構成されます。

グローバル

システム全体を意味する修飾子です。

グローバル ログ ファイル

「logglob」 を参照して ください。

システム識別番号

システムを識別する文字列です。デフォルト は uname -n で返さ れるホス ト 名

です。

対象プロセス

プロセスが初めて作成されたと き、 プロセスが終了したと き、 および CPU 使用

量、 ディ スク使用量、 応答時間などに対してユーザーが定義したしきい値を超え
たと きに、 プロセスは 「対象プロセス」 とな り ます。

抽出ログ ファイル

extract プログラムによって作成されるログ ファ イルです。 ユーザーが選択し

たデータの範囲とデータ型を含みます。抽出ログ ファ イルは、 ワークステーシ ョ

ンの分析ツール、 OVPM によ り 適アクセスが可能になるよ うにフォーマッ ト さ

れています。 このファ イルのフォーマッ トは、 extract プログラムと  utility
プログラムヘの入力に 適であ り、パフォーマンス  データのアーカイブにも適し

ています。

データ  ソース

単一の scopeux または DSI ログ ファ イル セッ ト内の 1 つ以上のデータ  ク ラス

で構成されます。 たとえば、 OV Performance Agent の SCOPE データ  ソースはグ

ローバルなデータから成る  scopeux ログ ファ イル セッ ト です。 「datasources
ファイル」 も参照して ください。
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データ  ソース統合 (DSI)
OV Performance Agent がアプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 ネッ ト ワーク、 他の

オペレーティング システムなどの外部ソースからデータを受信し、記録して、 ア

ラームを検出するこ とを可能にする技術です。

デバイス

システムに接続されている入出力デバイスです。ディ スク  ド ラ イブ、テープ ド ラ

イブ、 CD-ROM ド ラ イブ、 プ リ ンタ、 ユーザー端末などは共通デバイスです。

デバイス ログ ファイル

「logdev」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョ ン追跡

情報技術 (IT) のリ ソース  マネージャによるビジネス  アプリ ケーシ ョ ン ト ランザ

クシ ョ ンのエン ド ツーエン ドの応答時間の測定を可能にする、 OV Performance
Agent で使用されている技術です。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル

「logtran」 を参照して ください。

生ログ ファイル

scopeux が収集するシステム データの要約された測定値を含むファ イルです。

「logappl」、 「logproc」、 「logdev」、 「logtran」、 および 「logindx」 を参照して く

ださい。

プロセス

プロ グ ラ ム フ ァ イルを実行し ます。 対話型のユーザー (normal、 nice または

realtime のいずれかの優先順位で実行中のプロセス ) またはオペレーティング シ
ステムのプロセスを示します。

プロセス ログ ファイル

「logproc」 を参照して ください。

リアルタイム

イベン トが発生する実際の時間です。
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リサイズ

utility プログラムの resize コマンドを使用して、 ログ ファ イル全体のサイ

ズを変更します。

レポジト リ  サーバー

アラーム ジェネレータや OVPM 分析製品にデータを送信するサーバーです。

perflbd.rc 設定ファイル内の各データ  ソースに対して、1 つのレポジ ト リ  サー

バーがあ り ます。 「データ  ソース」 も参照して ください。

ログ ファイル セッ ト

単一のソースから収集されたデータからなるファ イルの集ま りです。
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